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県
道
と
き
が
わ
熊
谷
線
交
差
点
か

ら
東
側
約
６
６
０
メ
ー
ト
ル
区
間

が
、市
道
９
０
０
９
６
号
線
は
国
道

４
０
７
号
の
村
岡
交
差
点
か
ら
西

側
約
３
２
０
メ
ー
ト
ル
の
区
間
が
そ

れ
ぞ
れ
整
備
完
了
し
た
。ま
た
、そ

の
延
伸
と
し
て
、県
道
武
蔵
丘
陵
森

林
公
園
広
瀬
線
ま
で
の
市
道

９
０
０
０
７
号
線
の
整
備
に
向
け

て
、地
元
説
明
会
を
開
催
し
、現
在
、

測
量
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　

本
市
の
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
進
め
る
中
、南
部
エ
リ
ア
に
お

け
る
課
題
は
。

答　

南
部
エ
リ
ア
の
施
設
再
編
の

課
題
は
、２
カ
所
あ
る
庁
舎
の
集
約

や
再
配
置
、２
カ
所
あ
る
老
朽
化
等

へ
の
対
策
が
必
要
な
消
防
署
の
更
新

や
再
配
置
、市
内
に
４
つ
あ
る
ホ
ー

ル
と
図
書
館
の
う
ち
、そ
れ
ぞ
れ
２

つ
が
同
エ
リ
ア
に
あ
る
た
め
、他
の
エ

リ
ア
と
の
均
衡
を
図
る
視
点
か
ら

の
検
討
、学
校
の
適
正
規
模
の
考
え

方
に
基
づ
く
小
・
中
学
校
の
統
廃

合
、集
会
施
設
や
農
業
振
興
施
設

な
ど
類
似
の
重
複
施
設
の
見
直
し

な
ど
で
あ
る
。

　
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

に
つ
い
て
は
、人
口
減
少
の
進
行
や

全
市
的
な
施
設
再
編
と
調
整
を
図

り
つ
つ
、引
き
続
き
検
討
を
進
め

る
。

（
行
政
改
革
推
進
室
、都
市
計
画

課
）

　

県
道
籠
原
停
車
場
線
（
籠
原

駅
前
通
り
）
の
整
備
の
経
緯
は
。

答　

県
道
籠
原
停
車
場
線
は
、
籠

原
中
央
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業

に
よ
り
、
平
成
24
年
度
か
ら
用
地

確
保
さ
れ
た
箇
所
を
順
次
、
街
路

築
造
工
事
と
し
て
整
備
し
て
き
た
。

　

こ
の
路
線
に
は
、
電
線
地
中
化

の
計
画
が
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、

地
中
化
工
事
を
行
う
場
合
に
は
、

再
度
歩
道
の
掘
削
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
道
路
構
造
令
等
に
適

合
す
る
歩
道
の
整
備
は
電
線
地
中

化
に
合
わ
せ
て
実
施
す
る
こ
と
と

し
、
歩
道
部
分
は
路
盤
整
備
は
行

わ
な
い
簡
易
な
表
層
の
み
の
仮
舗

装
と
し
て
整
備
し
た
。

　

県
道
籠
原
停
車
場
線
の
歩
道

改
修
を
２
回
行
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答　

仮
舗
装
後
、
電
線
地
中
化
に

つ
い
て
道
路
管
理
者
で
あ
る
埼
玉
県

と
協
議
を
進
め
た
結
果
、
平
成
29

年
度
に
、
土
地
区
画
整
理
事
業
と

切
り
離
し
、
埼
玉
県
の
事
業
と
し

て
整
備
を
計
画
す
る
と
の
協
議
が

調
っ
た
。

　

県
の
管
理
道
路
と
し
て
県
に
引

き
渡
す
条
件
と
し
て
、
歩
道
部
分

の
舗
装
は
道
路
構
造
令
や
交
通
バ

リ
ア
フ
リ
ー
法
等
に
適
合
し
た
本

舗
装
工
事
を
し
て
ほ
し
い
と
の
要
請

が
県
か
ら
あ
っ
た
た
め
、
平
成
30

年
度
に
、
歩
道
の
路
盤
工
事
を
含

め
た
改
修
整
備
を
実
施
し
た
。

　

本
町
通
り
に
も
電
線
地
中
化

の
計
画
が
あ
る
が
、
本
町
通
り
の
歩

道
が
１
回
の
工
事
と
な
っ
た
理
由
は
。

答　

市
道
で
あ
る
本
町
通
り
は
、

電
線
地
中
化
を
見
据
え
、
平
成
28

年
度
に
一
部
仮
舗
装
で
歩
道
整
備

を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
平
成
29
年
度
に
、
電
線

地
中
化
に
つ
い
て
は
県
道
籠
原
停

車
場
線
と
同
様
に
区
画
整
理
事
業

と
切
り
離
し
て
実
施
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

本
町
通
り
は
、
市
が
管
理
す
る

道
路
で
あ
り
、
仮
舗
装
で
あ
っ
て
も

当
面
の
間
支
障
が
な
い
も
の
は
今

回
工
事
を
行
わ
な
か
っ
た
た
め
、
１

回
の
舗
装
と
な
っ
た
。

（
土
地
区
画
整
理
西
部
事
務
所
）

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
１
９
に
向
け
て
、
タ
ク
シ
ー

業
界
へ
配
車
ア
プ
リ
の
利
用
促
進

要
請
を
」

道
路
舗
装
の
仮
舗
装
・
本
舗

装
に
つ
い
て

栗
くり

原
はら

健
けん

曻
しょう

議員
会派：市政クラブ

ヒートアイランド対策宣言都市・くまがや

議
会
運
営
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ・観
光
特
別
委
員
会

　

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
10

月
30
日
・
31
日
に
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
、
静

岡
県
袋
井
市
お
よ
び
神
奈
川
県

横
須
賀
市
に
お
い
て
「
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
導
入
、
活
用
」
に
つ
い

て
の
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

袋
井
市
議
会
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
は
議
会
活
動
の
ほ
か
、
議

員
活
動
に
も
大
変
有
効
で
あ
る
と

し
て
導
入
を
決
定
。
導
入
に
至
る

議
論
や
、
実
際
の
端
末
の
活
用
状

況
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

横
須
賀
市
議
会
で
は
、
議
場

内
で
の
利
用
を
考
慮
し
、タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
と
し
て
も
使
え
る
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
を
導
入
。
現
在
、
議
会

資
料
の
共
有
や
検
索
、
議
員
の
予

定
管
理
や

連
絡
調
整

に
活
用
し

て
い
る
こ

と
な
ど
に

つ
い
て
説

明
を
受
け

ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
観
光
特
別
委
員

会
で
は
、
11
月
５
日
・
６
日
に

新
潟
県
新
潟
市
に
お
い
て
行
政
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

　
初
日
に
は
、
水
辺
空
間
で
に
ぎ

わ
い
を
創
出
し
、
ま
ち
の
活
性
化

を
図
る
「
ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
信
濃
川

や
す
ら
ぎ
堤
」
お
よ
び
、
ス
ポ
ー

ツ
の
楽
し
さ
に
よ
り
豊
か
さ
の
向

上
を
図
る
「
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と

地
域
と
の
連
携
協
働
」
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
経
緯
や
手
法
等
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
翌
日
に
は
同
市
内
の
新
潟
ス
タ

ジ
ア
ム
で
「
観
客
輸
送
」
に
つ
い

て
視
察
し
、
２
０
０
２
年
Ｆ
Ｉ

Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
際
、
３

日
間
で
延
べ
12
万
人
の
観
客
を

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
輸
送
し
た
実
績

や
、
各
種

取
り
組
み

な
ど
に
つ

い
て
説
明

を
受
け
ま

し
た
。
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